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論文内容要旨
 歯垢における酸の産生は齲蝕の発生に必須の条件であるので,加痂。の酸産生性実験でpH
 が低下しないような食品は,非あるいは低齲蝕誘発性であると考えれる。飴などに酸味を与える
 フレーバーとして,クエン酸はよく用いられているが,酸そのものを加えるため,食品の齲蝕誘
 発性を高くすると考えられがちである。本研究では,歯垢pHの変化を直接測定する電極内臓法
 を用い,飴にクエソ酸を加えた場合の酸産生性を検討した。また,飴をなめた場合の唾液の分泌
 速度と唾液の緩衝能の変化を測定した。さらに,酸産生性の評価方法について検討し,歯垢p登
 の最低値,歯垢pH変化曲線の特定pH(5.5,6.0,6、5)以下の面積値,歯垢pH変化曲線から
 求めた水素イオン濃度の総和について比較検討した。
 その結果,いずれの評価方法においても,飴にクエン酸を添加した場合には,クエン酸による
 歯垢p鷺の低下(水素イオン濃度の増加)に対する抑制効果が観察された。このことは,食昂に
 適切な量のクエン酸を添加することにより,その食品の摂取による歯垢p登の低下が抑制され,
 ひいてはその食贔の齲蝕誘発性を減少させる可能性を示唆する。また,クエン酸を蕾む飴をなめ
 た場合には,歯垢pHの低下が少なかったのに対し,クエン酸を食む飴を溶かした溶液を摂取し
 たときには,歯垢のp翼が著しく低下した。このことは,組成が同じ食昂でも,形態が異なれば,
 齲蝕誘発性も異なってくることを示唆する。クエン酸を食む飴をなめ始めた時の唾液の分泌速度
 は,安静時に比べて4ん8倍と著しく増加した。また,クエン酸を蕾む飴をなめた場合の方がク
 エン酸を食まない飴をなめた場合に比べると刺激唾液の分泌量が約i.5～2倍ほど高かった。ク
 エン酸による,糖代謝系の酵素であるP負os画ofructokinaseに対する阻害は,真核生物では見ら
 れているものの,細菌など原核生物では観察されていない。そこで,飴をなめた場合には,クエ
 ン酸の酸味により唾液の分泌が促進され,増加した刺激唾液の緩衝作用により歯垢pRの低下が
 抑翻されると考えた方が妥当である。
 Hage葺(給72)のグラフに基づくp蘇の値を水素イオン濃度に換擁してみると,ヒドロキシア
 パタイトの溶解度と水素イオン濃度は,ほぼ比例関係にあることがわかる。そこで,齲蝕誘発性
 の評価の指標として歯塘p薮変化の測定結果を屠いる場合は,齲蝕発生の理論から考えても,水
 素イオン濃度の変化として評価に用いることが最善ではないかと考えられる。すなわち,最低
 p登値や特定のpH以下の面積で評価よりも,水素イオン濃度の総和で評癒した方が齲蝕誘発性
 とより深い関連付けがなされるものと考えられる。
 一2一
審査結果要旨
 歯揺における酸の産生は齲蝕の発生に必須の条件であるので,御伽。の酸産生盤実験でpH
 が低下しないような食品は,非あるいは低齲蝕誘発性であると考えられる。飴などに酸味を与え
 るフレーバーとして,クエン酸はよく用いられているが,酸そのものを加えるため,食品の齲蝕
 誘発性を高くすると考えられがちである。
 本碕究では,歯垢深部のpHの変化を直接測定する電極内蔵法を用い,飴にクエン酸を加えた
 場合の歯垢のpH変化(酸産生性)を検討した。また,飴をなめた場合の唾液の分泌速度と唾液
 の緩衝方法について検討し,歯垢pHの最低値,歯場pH変化曲線の特定pH(5・5,6、O,6.5)
 以下の面積値,歯垢pH変化曲線から求めた水素イオン濃度の総和について比較検討した。
 その結果,いずれの評価方法においても,飴にクエン酸を添加した場合には,クエン酸による
 歯垢pHの低下(水素イオン濃度の増加)に対する抑制効果が観察された。このことは,食品に
 適切な量のクエン酸を添加することにより,その食品の摂取による歯垢夢Hの低下が抑制され,
 ひいてはその食贔の齲蝕誘発性を現象させる可能性を示唆する。また,クエン酸を食む飴をなめ
 た場合には,歯靖のpH低下が小さかったのに対し,クエン酸を含む飴を溶かした溶液を摂取し
 たときには,歯垢のpHが著しく低下した。このことは,組成が同じ食品でも,形態が異なれば,
 齲蝕誘発性も異なってくることを示唆する。
 クエン酸を食む飴をなめ始めた時の唾液の分泌量は,安静時に比べて4～8倍と著しく増加し
 た。また,クエン酸を含む飴をなめた場合の方がクエン酸を食まない飴をなめた場合に比べると
 刺激唾液の分泌量が約i.5倍ほど高かった。そこで,飴をなめた場合には,クエン酸の酸味によ
 り唾液の分泌が促進され,増加した刺激唾液の緩衝作剛こより歯垢pHの低下が輝綱されると考
 えられた。
 Hage葺(蛉72)のグラフに基づくpHの値を水素イオン濃度に換算してみると,ヒドロキシア
 パタイトの溶解度と水素イオン濃度は,ほぼ比例関係にあることがわかる。そこで,齲蝕誘発性
 の評価の指標として歯垢のpH変化の測定結果を用いる場合,齲蝕発生の機構から考えても,水
 素イオン濃度の変化を指標として評価することが最善ではないかと考えられる。すなわち,最低
 pH値や特定のpH以下の面積よりも,水素イオン濃度の総和で評価した方が齲蝕誘発性とより
 深い関連付けることができると考えられた。
 以上の結果は,非あるいは低齲蝕誘発性食贔の開発に重要な情報を提供し,齲蝕と食品に関連
 する歯科医学の発展に寄与する重要な発見であり,博士(歯学)の授与に値するものと考えられ
 る。
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